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最初の画面（検索画面）

化学構造に
よる検索

病理所見に
よる検索

測定値に
よる検索
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全物質リストの表示

• HESS DBに収載されている物質の一覧を閲覧したい場合

クリック
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検索結果画面

スクロール
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物質名称による検索 (1/6)

• 2,5-dimethylanilineの試験結果を検索したい場合

①入力

②クリック

5



物質名称による検索 (2/6)

設定した検索条件

クリック

設定した検索条件
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物質名称による検索 (3/6)

ヒット０。
必要に応じて関連情報の収集を試す。必要に応じて関連情報の収集を試す。
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物質名称による検索 (4/6)

検索条件のクリア
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物質名称による検索 (5/6)

③クリック

①入力

②クリック

“dimethylaniline”を名称にもつ物質を検索
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物質名称による検索 (6/6)

異性体がヒット
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物質情報の閲覧

クリック

複数の物質名称が登録されている
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部分構造による検索 (1/4)

クリック
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部分構造による検索 (2/4)

アニリンのmol fileを選択
（本講習では事前に用意済）

13



部分構造による検索 (3/4)

②クリック

①クリック
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部分構造による検索 (4/4)

アニリンの部分構造
を持つ物質がヒット
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病理所見による検索 (1/8)

• 肝臓の胆管増生を引き起こす化合物を検索する場合

タブを選択
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病理所見による検索 (2/8)

Digestive system,Digestive system,
Liverを選択し（左）、

Hyperplasia, bile duct
を選択する（右）。
そしてsignif.にチェッ
クを入れる（右下）。
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病理所見による検索 (3/8)

クリック

クリック
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病理所見による検索 (4/8)

クリック
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病理所見による検索 (5/8)
• 試験結果の要約画面

右クリック
↓

Pop up this cellPop up this cell
を選択
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病理所見による検索 (6/8)
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病理所見による検索 (7/8)

• 病理所見の画面

スクロール
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病理所見による検索 (8/8)

フラグ

有意差

フラグ
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検査数値による検索 (1/3)

タブを選択
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検査数値による検索 (2/3)
• RBC, HCT, HGB が90%以下に減少した物質を検索する場合

③クリック

①RBC, HCT, HGBを選択、“90”を入力。

②クリック
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検査数値による検索 (3/3)
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データの閲覧 (1/10)

クリック
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データの閲覧 (2/10)

• 試験報告書データ
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データの閲覧 (3/10)

• 試験報告書データ
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データの閲覧 (4/10)

• 試験報告書データ
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データの閲覧 (5/10)

• 毒性作用機序情報

クリック
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データの閲覧 (6/10)

• 毒性作用機序情報

クリック→毒性作用機序要約へ
クリック→詳細情報へ
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データの閲覧 (7/10)
• 毒性作用機序要約
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データの閲覧 (8/10)
• ADME情報

クリック
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データの閲覧 (9/10)

• 詳細データを参照したいとき

②クリック

①チェック
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データの閲覧 (10/10)
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物質間でのデータの比較 (1/4)

• N-methylanilineとN-ethylanilineの毒性データを比較したいとき

②クリック

①チェック
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物質間でのデータの比較 (2/4)

クリック
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物質間でのデータの比較 (3/4)
• RBC, HCT, HGBのデータを比較したいとき

①チェック

②クリック
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物質間でのデータの比較 (4/4)

実測値表示（Ratioを選択すると相対値表示が可能）
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報告書へのリンク (1/2)

右クリック
↓

Link to originalを選択
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報告書へのリンク (2/2)
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